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・VMTH の近況 VMTH では、今年からアジア獣医内科専⾨医協会(AiCVIM)のレジデント教育が始まり、アジア専
⾨医資格が取得可能になりました。また、コロナ禍で中断していた VMTH 公開セミナーも再開し、新たに企業連携に
よる外部講師を招いた卒後教育セミナーも開催中ですので奮ってご参加ください。来年度には獣医師会の四国地区学
会が岡⼭理科⼤学を会場に開催され、その前⽇には獣医師・愛玩動物看護師向けセミナーや市⺠公開講座を企画して
おりますので、どうぞご期待ください。（病院⻑ 星 史雄） 
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VMTH NEWS 
・教職員／学⽣の受賞: 2024 年 7 ⽉に開催された⽇本獣
医がん学会で、⼩林宏祐助教が「膵臓外分泌腺癌に随伴
して被嚢性腹膜硬化症を認めた猫の 1 例」のポスター発
表で奨励賞を受賞しました。また、2024 年 9 ⽉には、⽇
本動物看護学会第 33 回⼤会で
獣医保健看護学科 4 年⼤久保
明梨さんが「⼩動物⽤呼吸数・
呼吸測定デバイスの開発と測
定精度の検討」というテーマ
でポスター発表を⾏い、奨励
賞を受賞しました。 (TS)  
・獣医学科卒業論⽂発表会: 9 ⽉ 28 ⽇に
獣医学科 6 年⽣の卒業論⽂発表会が⾏わ
れ、学⽣たちが⽇頃の研究成果を発表し
ました。医獣連携分野では、最優秀発表者
賞に櫛笥悠⼈さん（写真）が、優秀発表者
賞に⼩川晴代さん、⽇髙⼤地さんの 2 名
が選ばれました。(TS)  
・⿇酔認定医に 2 名が合格！：VMTH ⿇酔科に所属す

る辻 可奈⼦先⽣と朱 夏希先⽣
が、⽇本獣医⿇酔外科学会の動
物⿇酔基礎技能認定医に合格し
ました！先⽴って動物⿇酔技能
認定医（みなし認定医）となって
いた私を含めると、計 3 名の認
定医が所属する施設となります。
新たな認定医たちの活躍を⼤い

に期待します。（神⽥鉄平）  
・第⼀種放射線取扱主任者試験に合格！： VMTH の画
像診断科や腫瘍科、⿇酔科などで幅広くご活躍されてい
る𠮷⽵涼平先⽣が、この度、難関の第⼀種放射線取扱主
任者の試験に合格されました。画像診断体制の強化によ
り、2 次診療施設として、地域獣医療へのさらなる貢献
が期待されます。𠮷⽵先⽣のますますのご活躍を祈念い
たします。（朱夏希）  
・第 12 回 VMTH 公開セミナー：9 ⽉ 18 ⽇に第 12 回
VMTH 公開セミナーが開催されました。⽥川道⼈先⽣が
「リンパ腫治療をやさしく深く！⻑⽣きさせるベストプ
ラクティス」と題し、リンパ腫に対する効果的な治療法
をわかりやすく解説しました。また、⼩林宏祐先⽣から
は「膵臓外分泌腺癌に伴う被嚢
性腹膜硬化症を認めた猫の⼀
例」について報告があり、希少
な症例に基づく臨床的な知⾒
が共有されました。セミナーに
は 33 名が参加し、熱⼼に聴講
されていました。(清⽔⼣貴）  

新⼊教職員紹介 佐藤愛実 研修獣医師（AiCVIM レ
ジデント） 7 ⽉から AiCVIM ⼩動物内科レジデントと
して勤務しています。医師免許も取得しましたが、猫に
魅了され、獣医師の道を選択。現在、アジア獣医内科専
⾨医を⽬指し、邁進中です。専⾨性の⾼さだけでなく、
キャットフレンドリーな診療を
通じて猫とそのご家族を幸せに
できる医療を⽬指しています！
猫以外の趣味は⾷べ歩き。特にラ
ーメン巡りを楽しんでいます。お
すすめのラーメン屋さんがあれ
ば、ぜひ教えて く だ さ い 。
********************************************************************* 
コラム 1 船⻑ 和⽥の釣り⽇誌 #12  
2024 年 8 ⽉ 11 ⽇、⼟佐湾の⿊潮牧場ブ
イ付近。⼊れ⾷いの噂を聞き、尊敬する村
越正海プロ提唱のエビングとお気に⼊り
のロッドでカツオを狙います。カツオ釣り
が苦⼿な上に、これまでのゲストはビンタ
ばかり。しかし⼀投⽬から強烈なアタリ！
ロッドが海⾯に突き刺さり、⻭を⾷いしば
って引き上げたのは、なんと 10 キロ以上
のキメジ。重さにどや顔が引きつりましたが、⼤満⾜です。（ビ
ンタ→キメジ→キハダマグロ）（船⻑ 和⽥＜愛玩動物看護師⻑＞） 
*********************************************************************  
VMTH の診療 軟部組織外科
では、⿐の頭からしっぽの先まで、
先天性疾患から腫瘍など、様々な⼿
術を担当します。超⾳波凝固切開装
置や鏡視下⼿術システム（腹腔鏡）、
近⾚外カラーカメラシステム、排煙
機能付き⾼周波⼿術装置など、患者
にも従事者にも優しい最新機器を
導⼊しています。その⼀⽅で、まずはベーシックな鋼製
器具(写真)での術前計画と解剖学的知識に沿った丁寧な
執⼑を⼼がけています。内科、画像診断科、⿇酔科、愛
玩動物看護科などと連携しながら、個々の症例に合わせ
た診断と⼿術、そして周術期管理を⾏います。（佐伯亘平）   
VMTH Case Report ワンちゃんの⽑が抜けてし

まう原因は様々ありますが、今回は腫瘍
によって脱⽑した症例の紹介です。フサ
フサした⽑が⾃慢のロングコートチワ
ワくん（12歳、オス）が顔以外の左右対
称性の脱⽑、右精巣の腫⼤、左精巣の萎
縮を主訴に来院しました。⾼齢⽝の精巣
で⽣じる精巣腫瘍のひとつであるセル



トリ細胞腫は、雌性ホルモンであるエストロゲンを出し、
脱⽑をはじめ、反対側の精巣の萎縮や貧⾎などを起こし
ます。腫瘍化した精巣を摘出することで脱⽑は改善し、
数か⽉の時間をかけつつも元のフサフサな姿に戻りまし
た。（⽔⾕真也） 

OUS-VET Article 清⽔ ⼣貴, 佐伯 ⾹織, 川⽥ 修
司, 他：動物⽤⾦属製ケージにおけるポリエチレン製マッ
トの保温効果. Veterinary Nursing, 29 (1), pp. N1-N5, 
2024. 動物病院で使⽤される⾦属製ケージは、動物に不
快感や体温低下をもたらす可能性があります。本研究で
は、⾦属製ケージに敷いたポリエチレン製マットの保温
効果について検討し、タオルと同等の効果を有すること
が明らかとなりました。ケージ内の床敷の選択は、動物
看護において重要な要素の⼀つです。各素材の特性を⼗
分に理解し、動物の状態に応じて適切に選択することで、
より快適で安全な環境を提供していくことを⽬指してい
ます。 (清⽔⼣貴)  

********************************************************************* 
コラム 2 動物がん研究者のスイーツリサーチ #7  

厳しい残暑を乗り越え、季節はあ
っという間に秋。そんな秋の夜⻑に、
今治に新たにオープンした“おやつ
やさん”のシフォンケーキとコーヒ
ーブラマンジェはいかが。⽢さ控え
めで保存料なし。安⼼して楽しめる
お味です。シフォンケーキのきめ細
やかな気泡はガスコンドロップ*でも消えない柔らかなくちど
けです。*消化管内の気泡を消すための液体（⽥川道⼈） 
********************************************************************* 
外科診療科の表と裏 家出後に息苦しそうに帰っ

てきたボニートくん（7 か⽉、
雑種猫）。事故にあったのか、
横隔膜が破れ、お腹の臓器
が胸の中に⾶び出していま
した (図)。危険な状態でし
たが、⼿術で横隔膜を整復
すると、ご飯をぺろりと平
らげ意気揚々と退院。さて、

このボニートくん(Bonito、「鰹」の意、本名)、⾦物屋の
飼い主さんが鉋(カンナ)で鰹節を試し削りしていたら、
匂いに誘われて来て住み着いたそう。のちに、その鉋刃
が有名な賞を受賞！なんとも招き猫なボニートくんは、
1 年半たった今、元気に太っているんだとさ。（佐伯亘平・
飼い主様の許可を得て掲載）  
VMTH の愛玩動物看護師 12 歳の愛⽝が⼝腔内

メラノーマと肺転移の診断を受けま
した。今は⽸詰フードを団⼦状にす
るとよく⾷べ、病気を感じさせない
ほど元気に過ごしています。今後は
穏やかに過ごせるようターミナルケ
アを選びました。愛⽝の病気を通じ
て、動物が不⾃由なく⽇常⽣活を送

るためのサポートをするのは勿論のこと、家族と⼀緒に

過ごすことの重要性を改めて感じています。（正林美和） 
********************************************************************* 
コラム 3 愛媛のお酒 ＃11 

秋の深まりが待ち遠しいこの頃、戻りガツオとと
もに「⽇本⼼（やまとごころ）純⽶⼤吟醸」（⻄条市・
武⽥酒造）を味わってみた。ひと⼝含めば、すっきり
上品な⼝当たり、後からふわりと漂う豊かな⾹りと
余韻が続く。脂がのった秋ガツオの濃厚さを、程よい
酸味としなやかな⾵味で絶妙に引き⽴て、季節の移
ろいを感じさせてくれる⼀杯です。（齋藤⽂代） 

********************************************************************  
産業動物診療科だより 9 ⽉の⽇本獣医学会で、産

業動物診療科における研究成果を
発表しました。本研究では、初産⽜
の泌乳初期の乳質に注⽬し、⽜群全
体への影響を分析。その結果、初産
⽜の乳質が悪化すると、⽜群全体の
乳質も低下し、乳量が減少、死亡率
が上昇することを報告しました。こ
のことは、初産⽜の乳質改善を⽬指
した飼養管理の質の向上が、⽜群全
体の乳⽣産性向上と死亡率低下に

繋がることを⽰唆しています。産業動物診療科では、こ
の成果を通じて、⽣産者にとってより有益な提⾔を⾏っ
ていきたいと思います。（後藤 聡）  
VMTH の診療機器 「尿が出ない！」そんな時には
⾎液透析の出番です！VMTH では⼩動物⽤の⾎液透析
器装置(NCU-A、リーフインターナ
ショナル)を導⼊しています。急性腎
不全では腎臓で尿が作れず、体内の
毒素を排泄できなくなり、命の危険
にさらされることがあります。そん
な時は、⾎液透析によって腎臓の機
能を補い、腎機能が回復するまでの
時間を稼ぎます。⾎液透析は最後の
砦。活躍しないのが⼀番ですが、い
ざというときには頼れる存在です。
(三河翔⾺） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
編集のつぶやき 
・いよいよ、夏と秋の区別がつかなくなってきました。気候変
動が⼼配です。TSです。News Letter#12 をお届けします。 
・VMTHでは、研修獣医師の⼩⻄健太先⽣、五⽥嘉倫先⽣が退
職され、新たに AiCVIMのレジデントとして佐藤愛実先⽣を迎
えました。(TS)  岡⼭理科⼤学獣医学教育病院 

〒794-8555 今治市いこいの丘 1-3  
TEL: 0898-52-9001, FAX: 0898-52-9211 
E-メール: vmth@vet.ous.ac.jp 
URL: https://www.vmth.ous.ac.jp 
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